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修了作品「Along the Path, We Walk／道とともに、私たちは歩く」では、北海道・知床で制作した作品
「ひつじの時刻、北風、晴れ」、知床半島に辿り着くまでに様々なパターンで描かれる海上の地図を想像し

























    
 
は思想であり、その思考の足跡が道となってゆく。そうした思考の営みが、ヴェルナー・ヘルツォークの『
氷上旅日記』の行程、ハミッシュ・フルトンやリチャード・ロングらランドアーチストの身振り、フランシ
ス・アリスの街路の行為などの実例を通し、思考のエコロジー（生態学）として分析されている。 
 博士作品「道とともに私たちは歩く」は、歩くことにより想像力を広げ、思考をアート形式として実現し
てゆく可能性を探るインスタレーションである。 
 作家にとって歩行や移動は、写真、映像、音響、ドローイング、地図、テキスト、詩などと同様の固有表
現であり、それはバラバラな断片を有機的に繋げてゆく''溶液''の役割も果たしている。 
エレナはこれまで北海道知床や茨城太子町、京都鴨川等で地域住民や子供たちとフィールドワークやワーク
ショップを繰り返し、多彩なプログラムを内包した共同創造を実践してきた。そうした成果を取り込み、近
年の活動を新たな場として再構成し、経験の意味の重要さを呼び寄せようとしている。 
 博士論文、博士作品とも作家の思考と創造を的確に表したものであり、アートと文化人類学を結ぶ新たな
糸口となりうると考える。以上の理由から博士号に値すると判断した。 
 
 
